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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
初
春
を
迎
え
、
ご
家
族
お
揃
い

で
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

謹
ん
で
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
戦
争
な
ど
に
よ
り
、
国

際
情
勢
が
不
安
定
な
動
き
を
見
せ
て
お

り
、
そ
の
影
響
か
ら
、
止
ま
ら
な
い
物
価

高
騰
等
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
も

大
き
く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
５
類
感
染
症
へ
移
行
し
、
町
に
お
き

ま
し
て
は
、「
は
な
は
な
祭
り
」「
き
な
は

い
や
伊
方
ま
つ
り
」「
瀬
戸
の
夕
凪
ま
つ

り
」
な
ど
を
は
じ
め
、
様
々
な
行
事
が
コ

ロ
ナ
前
と
同
様
の
形
で
開
催
で
き
、
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
５
日
に
は
「
佐
田
岬
半
島

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
12
月

時
点
で
入
場
者
は
８
，５
０
０
人
を
突
破
し

て
お
り
、
町
内
外
多
く
の
方
に
佐
田
岬
半

島
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
企
画
を
行
い
、
何
度
で
も
通
い
た
く
な

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
私
に
と
っ
て
２
期
目
の
仕
上

げ
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
春
頃
に
は
３
年
前
に
焼
失
し
た
亀
ヶ
池

温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
再
建
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
励
ま
し
の
声
や

心
の
こ
も
っ
た
お
見
舞
い
を
頂
戴
し
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
ま
で
以

上
に
皆
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
る
温
泉
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
を
人
口
減
少
対
策
元
年
と

位
置
付
け
、
町
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
施

策
の
方
向
性
を
議
論
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
町
有
施
設
を
活
用

し
、
９
月
に
は
Ｉ
Ｔ
企
業
が
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
、
現
在
湊
浦
地
区
で

は
賃
貸
住
宅
の
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
水
ヶ
浦
小
学
校
跡
地
で
は
、

空
き
校
舎
を
利
用
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

も
近
々
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
の
課
題
で
あ
る
雇
用
と
住
居
の
問
題
解

決
に
向
け
て
、
本
年
も
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
課
題
山
積
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

政
を
力
強
く
前
進
さ
せ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
ほ
ど
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　 　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
希
望
に

満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
、
ご
祈
念

申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 伊

方
町
長
　
高
門
　
清
彦

中井　雄治 教育長高門　清彦 町長菊池　隼人 議長
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

伊
方
町
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
年
中
は
議
会
運
営
に
対
し
ま

し
て
、格
別
な
る
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ

け
が
５
類
感
染
症
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
社
会
活
動
の
正
常
化
や
個
人
消
費
も

徐
々
に
回
復
す
る
な
ど
、
社
会
経
済
に
明

る
い
兆
し
も
見
え
始
め
、
町
が
に
ぎ
わ
い

を
と
り
戻
し
た
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
５
月
に
は
「
は
な
は
な
ま
つ
り
」、「
き

ら
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
７
月
に
は

「
き
な
は
い
や
伊
方
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
花
火
大
会
や
そ
の
他
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
に
も
町
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
亀
ヶ
池
温
泉
に
つ
い
て
は
、
町
議
会
の

特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
、
検

討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
障
が
い

者
に
生
活
の
場
を
提
供
し
、
日
常
生
活
に

必
要
な
援
助
を
行
う
、
障
が
い
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
に
も
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　
一
方
で
、
賃
金
上
昇
が
物
価
高
に
追
い

つ
か
ず
、
食
糧
自
給
率
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
が
共
に
低
い
日
本
に
お
い
て
は
、
ガ

ソ
リ
ン
、
電
気
及
び
ガ
ス
を
は
じ
め
、
ほ

と
ん
ど
の
物
価
が
高
騰
し
、
家
計
に
も
大

き
な
打
撃
を
与
え
続
け
て
い
る
こ
と
は
、

大
変
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
町
議
会
と
し
ま
し
て
も
各
家
庭
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
行
政
と
共
に
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
本
町
に
お
け
る
重
要
課
題
は
、

「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
、
農
漁

業
及
び
観
光
振
興
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
高
齢
化
が
進
行
し
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
状
況
下
に
お
い
て
、
町
民
の

皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
行
政
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
心
豊
か
で
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、伊
方
町
教
育
の
充
実・

発
展
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
年
以
上
も
の
間
、
私
た
ち
の
生
活
に
大

き
な
影
を
落
と
し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
、
町
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
注
意
は
必
要
で
す

が
、
以
前
の
よ
う
な
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い

ま
す
。
学
校
の
教
育
活
動
や
社
会
教
育
活

動
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
、
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
へ
の
教

育
活
動
の
回
復
と
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
５
年
生
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

授
業
を
位
置
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校

英
語
教
育
充
実
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も
新
た

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
給
食
費
の
半
額
補
助
や
修
学
旅
行
補
助

の
増
額
な
ど
、
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
保
護
者

の
皆
様
の
教
育
費
負
担
軽
減
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
人
権
教
育

地
区
別
懇
談
会
や
佐
田
岬
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
８
月
に
は
、
文
化

の
振
興
と
交
流
の
拠
点
「
伊
方
町
文
化
交

流
施
設
　
佐
田
岬
半
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
12
月
10
日
ま
で

に
、
交
流
施
設
全
体
の
入
場
者
は
約
５
５
，

０
０
０
人
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入
場
者
は
約
８
，

６
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

町
内
外
の
皆
様
に
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
伊
方
町
の
最
大
の
課
題

は
人
口
減
少
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

の
充
実
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
慎
重

に
再
編
を
検
討
し
、
昨
年
12
月
に
「
伊
方
町

学
校
再
編
計
画
（
第
二
次
）」
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
を
基
に
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
様
に
丁
寧
に
説
明
を
行
い
、
同
意

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
を
第
一
に
考

え
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
と
な
る
よ
う
、
学

校
再
編
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
力
や
体
力
の
向
上
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

支
援
の
充
実
を
推
進
し
、
教
育
の
質
の
向
上

を
図
り
、「
教
育
で
選
ば
れ
る
町
」
を
め
ざ
し

ま
す
。
そ
し
て
、
変
化
の
激
し
い
時
代
を
た
く

ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も
、
ふ
る
さ
と
の
力
に

な
る
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
伊
方
町
の
教
育
行

政
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
幸
多
き
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
方
町
議
会
議
長
　
菊
池
　
隼
人

伊
方
町
教
育
委
員
会
教
育
長
　
中
井
　
雄
治

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を

申
し
上
げ
ま
す

教
育
長
職
務
代
理
者
　
阿
部
　
勇
二

教
育
委
員
　
　
　
　
　

川
　
美
喜

教
育
委
員
　
　
　
　
　
西
村
　
美
重

教
育
委
員
　
　
　
　
　
行
天
　
雅
史

教
育
委
員
　
　
　
　
　
衟
元
　
平
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［今月の表紙］

目 次  - CONTENTS -

八幡浜高校陸上部 全国大会出場
　第35回全国高校駅伝競走大会に17回連続で出場される八幡浜高校陸上部の皆さんです。伊方町からも小野琴実さん（表紙
の写真前列左）が選手として出場します。11月に開催された佐田岬マラソンでも皆さんにスタッフとして協力いただきました。

（上の写真は、佐田岬マラソン終了後、土佐礼子さんと記念撮影の一コマ）

  2　年頭のごあいさつ

  5　三机小学校150周年記念式典

  6　フォトリポート

  9　年末年始の役場等窓口

10　佐田岬マラソン2023

12　町からのお知らせ

20　くらしのカレンダー

21　相談事業 / 年金ひろば / 伊方町クリーン情報

22　人権学習シリーズ / 広報文芸

23　佐田岬民俗ノート / The Strawberry Schooner

24　三崎高校だより / 伊方スポーツセンターだより

25　教育ニュース

26　健康ひろば

27　子育てナビ

28　図書館だより

29　地域おこし協力隊通信

30　あの人この人

広報 いかた・2024.1 4



特集 三机小学校「創立150周年記念式典」を終えて

　11月23日㈭、三机小学校「創立150周年記念式典」を開催しました。当日は、天候にも恵まれ、多数の御来賓、
保護者、地域の皆様にお越しいただきました。本当にありがとうございました。
　特に、本校を卒業された二宮従子様、斉子様には御講演「夢をあきらめないで」、海上自衛隊呉音楽隊の皆様
には「アンサンブルコンサート」で、本校150回目となる誕生日に花を添えていただきました。締めくくりは、１・
２年生の子どもたち９名による「ちびっこ応援」。今後の学校生活への強い意気込みを物語っていました。
　何と言っても、当日、会場にお越しいただいた皆さんと一体感を味わえたことが格別の喜びです。とても感動
的な記念式典となりました。� 三机小学校　校長　木村 良太

三机小の歴史紹介

ちびっ子応援

実行委員長あいさつ

校長あいさつ

児童代表あいさつ

町長祝辞

二宮氏による講演

海上自衛隊コンサート
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地域の身近な話題をお届けします。皆さまからの情報をお待ちしています。
総合政策課広報秘書係までご連絡ください。TEL38-2659 フォトリポート

　10月29日、鬼北町で開催された「ねんりんピック愛顔のえひ
め2023ペタンク交流大会」。伊方町小中浦地区で活動する小中
浦ペタンククラブの渡邊幸治さん、吉本妙子さん、三好良治さん、
井上三郎さんが愛媛県代表チームとして出場しました。予選ブ
ロックで１位通過し、決勝トーナメントでは１回戦を勝利してベ
スト16となりました。

ねんりんピックペタンク交流大会出場

　伊方町スポーツ推進委員会の委員長を務める田丸与七郎さん
が11月16日 第64回全国スポーツ推進委員研究協議会青森大会
にて「30年勤続表彰」を受賞されました。田丸さんは、平成４
年４月からスポーツ推進委員（旧：体育指導委員）として務めら
れ、30年以上にわたり町スポーツ振興や発展に貢献し、この度
の受賞となりました。

全国スポーツ推進委員連合表彰

　11月19日、伊方町民会館で子ども将棋大会・将棋教室が開催
されました。
　指導対局では、愛媛県出身プロ棋士の森信雄先生による熱心な
指導、将棋大会では、町内の小・中学生24名の参加で熱戦が繰
り広げられました。

　大会結果（各部門優勝）
　　小学生（初級）　朝井陽豊　　中学生（個人）　木村一太　
　　小学生（中級）　朝井さや　　中学生（団体）　伊方中学校
　　小学生（上級）　德田琴葉

子ども将棋大会・将棋教室開催

　 11月20日、老連大久クラブの皆さんが瀬戸地域の高齢者施設
（よろこび大久・瀬戸あいじゅ・瀬戸デイサービスセンター）を
訪問し、クラブ会員の農家から提供されたみかんをプレゼントし
ました。
　身近な産物のみかんも、なかなか食味する機会も少ないようで
入所者・通所者の皆さんから感謝の声を頂きました。
　今回の訪問は、高齢者の方々の食の楽しみ以上に懐かしさと思
い出を顧みる機会になったのではないでしょうか。

「長寿へのみかん」プレゼント
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地域の身近な話題をお届けします。皆さまからの情報をお待ちしています。
総合政策課広報秘書係までご連絡ください。TEL38-2659 フォトリポート

　11月23日、東京都の明治神宮にて開催された農林水産祭にて、
㈱ニュウズが日本農林漁業振興会会長賞を授与されました。働き
方改革における取組が高く評価されたことにより受賞に至り、会
場では日本農林漁業振興会の林良博会長より賞状と記念品が手
渡されました。
　代表の土居裕子さんは「今までの私たちの取組を認められたこ
とが大変嬉しく、今後も日本の農業をけん引するような会社作り
を行っていきたいです。」と受賞後に笑顔で話されました。

㈱ニュウズ 日本農林漁業振興会会長賞 受賞

　12月１日㈮ 役場前駐車場で、12月９日㈯ 佐田岬はなはなでイ
ルミネーション点灯式を行いました。
　当日は、ステージイベントや町内外から
たくさんのキッチンカー等の出店があり、
多くの人で賑わいました。
　イルミネーションは、令和６年１月14日
㈰まで毎日点灯しておりますのでぜひお越
しください。

イルミネーション点灯

　11月15日、第３回「認知症の理解」、11月29日、第４回「う
つ・閉じこもりの支援」について学習しました。わかりやすい

内容で、実際に支援する方法につい
ても話し合うことができました。
　県内市町の介護予防体操では、ス
ローテンポ・アクティブなもの様々
でしたが、笑顔で介護予防に取り組
むことが大切です。

　12月５日、「町政懇談会」を開催されました。今回は伊方町青
年漁業者連絡協議会の方々をお招きし、「漁業の現状と未来」を
テーマに、町への要望事項などについて高門町長と対面でさま
ざまな意見交換が行われました。
　今後も町政懇談会を定期的に開催し、町民の皆様のご意見を
町政に反映させていきます。

介護予防サポーター養成講座
〜 まわりの方への支援について学ぶ 〜

令和５年度第３回町政懇談会
〜 より良い伊方町を目指して 〜
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フォトリポート 地域の身近な話題をお届けします。皆さまからの情報をお待ちしています。
総合政策課広報秘書係までご連絡ください。TEL38-2659

　11月12日、愛媛県小学校陸上運動記録会が開催されました。当日
は、雨が降り気温が低くコンデションの悪い中ではありま
したが、伊方町の代表として、すばらしい記録を残し、３
名の選手が入賞しました。
　【記録】
       男子走り高跳び 　２位　島田三獅郎【伊方小】
       女子60ｍ　　 　　４位　小枝　永茉【三崎小】
       女子走り幅跳び 　５位　松下　由愛【伊方小】

愛媛県小学校陸上運動記録会

　11月４日、第36回愛媛県中学校新人体育大会兼第17回愛媛県中
学校新人アスリート強化育成大会（陸上競技の部）が開催されました。
南予の代表として、すばらしい成績を残し、２名の選手が入賞しま
した。
　【記録】
      １年男子1500ｍ　４位   谷本　颯真【伊方中】
      女子走り高跳び 　８位　西村　羽詩【伊方中】

愛媛県中学校新人体育大会（陸上）

　12月10日、伊方町民会館を会場に「人
権フェスタ2023“いかた”」が開催され
ました。三崎高校生によるオリジナルソ
ング「ひとりじゃない」の合唱で始まり、
人権作品の表彰、中学生による人権作文・
人権学習の発表、障害福祉サービス事業
所「ワークいかた」の取組が報告され、
最後に「山田雅人のかたりの世界」と題
してタレントの山田雅人さんによる講演
が行われました。
　参加した皆さんは、各種発表や山田さ
んによる熱のこもった巧みな話術により、
人権について考え深め合う１日となった
ことと思います。

人権フェスタ2023“いかた”

　12月11日、大久小学校でハナイ
クプロジェクトがあり、ミニ胡蝶蘭
の鉢の植え替えとミカンの皮を使っ
た紙すきが行われました。

　11月13日、湊浦地区の亥の子が行われ
ました。亥の子は旧暦10月の亥の日に行わ
れる行事で、力強く石を打ち付けながら唄
います。「ここでひとつ、祝いましょう」と
家内安全などの願いが込められています。

　11月30日、伊方町民会館で伊方
町小中学生音楽会が行われました。
児童・生徒たちの元気な歌声や演奏
が会場に響き渡りました。

大久小ハナイクプロジェクト伝統行事 亥の子 小中学校音楽会

山田雅人さんによるご講演

人権作品（標語・ポスター）の入賞者表彰

中学生による人権学習の発表
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フォトリポート 地域の身近な話題をお届けします。皆さまからの情報をお待ちしています。
総合政策課広報秘書係までご連絡ください。TEL38-2659

年末年始年末年始ののお知らせお知らせ
役場等窓口および関連施設

業務・施設 / 連絡先 12/27
（水）

28
（木）

29
（金）

30
（土）

31
（日）

１/１
（月）

２
（火）

３
（水）

４
（木）

５
（金） 備　考

戸籍などの届出
　伊方町役場　☎38-0211
　瀬戸支所　　☎52-0111
　三崎支所　　☎54-1111

休 休 休 休 休 休
各種証明書の休日交付
を希望される方は、
12/28(木)16時までに
電話予約が必要

戸籍届出

火葬 休

ごみ収集 休 休 休 12/29㈮  処分場休業

水道の故障

各診療所
　九町診療所　☎39-1050
　瀬戸診療所　☎29-8811
　串診療所　　☎56-0032

休 休 休 休 休 休 ※九町診療所は
　１月４日㈭まで休診

各公民館 休 休 休 休 休 休

図書館
　☎38-0607 休 休 休 休 休 休 休

児遊館
　☎38-2668 休 休 休 休 休 休

佐田岬半島ミュージアム
　☎21-3400 休 休 休 休

地域巡回バス
　☎38-2659 休 休 休 休 休 休

亀ケ池温泉
　☎39-1160 年末年始営業

伊方スポーツセンター
　☎38-1100 休 休 休 休 休 休

伊方きらら館
　☎39-0230 休 休

休業時間
 12/31㈰  15時～17時30分
 1/1㈪　　9時～12時

佐田岬はなはな
　☎0120-133-004 休

瀬戸アグリトピア
　☎53-0002 年末年始営業

短期宿泊施設亀ヶ池物語
受付
　☎38-2659

休 休 休 休 休 休

宿直・日直が受付します。届出後の手続き等は、１/４以降になります。

各家庭で、水道メーターから宅内側の水道管が破損した場合は、町指定業者に連絡して修理を行って
ください。メーターより外側の水道管の破損を見かけた場合は、役場または各支所へご連絡ください。
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厚
い
雲
が
か
か
り
、
雨
も
降
り
始
め
幸
先
不

安
で
し
た
が
、
開
会
式
が
始
ま
る
前
に
は
す
っ

か
り
上
が
り
、
佐
田
岬
マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
記
念
す
べ
き
10
回
目
の
大
会
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
に
は
記
念
Ｔ
シ
ャツ
が
プ

レ
ゼン
ト
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

に
土
佐
礼
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
さ
ら
に
今
年

は
山
田
治
美
さ
ん
（
県
内
女
性
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン

ナ
ー
先
駆
者
）・
宮
本
勝
代
さ
ん
（
１
９
９
０
年

大
阪
国
際
マ
ラ
ソ
ン
２
位
）
を
お
招
き
し
、
大

会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
久
々
の
開
催
で
し
た
が
約
８
２
０
名
も
の
応

募
・
参
加
が
あ
り
、
塩
成
～
大
久
間
を
ハー
フ
・

ク
ォ
ー
タ
ー
・
デ
シ
の
３
部
門
に
分
か
れ
て
走
り

抜
け
ま
し
た
。
宇
和
海
を
眼
下
に
臨
む
絶
景
の

中
に
立
ち
は
だ
か
る
の
は
、
キ
ツ
す
ぎ
る
と
名

高
い
ア
ップ
ダ
ウ
ン
の
激
し
いコ
ー
ス
。
し
か
し
、

そ
れ
を
走
り
切
っ
た
あ
と
に
は
、
絶
品
の
伊
勢

海
老
の
味
噌
汁
と
し
ら
す
丼
。
こ
れ
が
楽
し
み

で
参
加
し
て
い
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
道
中
に
は
、
伊
方
堂
々
太
鼓
さ
ん
の
演

奏
に
よ
る
応
援
、
モ
ニ
タ
ー
を
使
って
遠
隔
で
声

援
を
届
け
る
モ
ニ
タ
ー
応
援
が
実
施
さ
れ
、
選

手
た
ち
の
背
中
を
お
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
寒
気
が
流
れ
込
み
真
冬
並
み
の

寒
さ
で
し
た
が
、
皆
様
の
熱
気
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
温
か
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

佐
田
岬
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
３
開
催
！
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佐田岬マラソン2023記録

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
21
・
０
９
７
㎞
）

順位 記　　録 氏　　名 番号 地　　区 順位 記　　録 氏　　名 番号 地　　区
男子　55歳以上（完走者90人） 女子　40歳以上（完走者63人）

1 1時間27分06秒 中田　実 18 東温市 1 1時間39分53秒 天野　宏美 551 松山市
2 1時間30分12秒 清家　信彦 77 西予市 2 1時間40分43秒 新堂ショコタンばぁば 566 八幡浜市
3 1時間31分32秒 小野　善正 58 新居浜市 3 1時間43分12秒 藤井　奈美 507 宇和島市
4 1時間34分36秒 益田　五郎 69 宇和島市 4 1時間45分50秒 白石　晴美 565 内子町
5 1時間35分47秒 白石　和仁 64 今治市 5 1時間46分17秒 森　三佳 538 鬼北町

男子　35～54歳以上（完走者168人） 女子　39歳以下（完走者14人）
1 1時間18分37秒 三河　淳 206 東温市 1 1時間34分49秒 古谷　紗弓 604 宇和島市
2 1時間19分27秒 小森山　浩之 302 八幡浜市 2 1時間53分36秒 木透　笑里 612 砥部町
3 1時間19分38秒 福岡　拓矢 219 松山市 3 2時間11分47秒 片山　雅子 609 東温市
4 1時間19分47秒 薬師寺　裕人 272 宇和島市 4 2時間17分41秒 下山　紗代子 605 横浜市
5 1時間20分51秒 大岩　誠 257 松山市 5 2時間18分15秒 松本　安未 613 坂出市

男子　34歳以下（完走者40人）
1 1時間13分12秒 大竹　宏和 402 西予市
2 1時間17分37秒 都築　一弥 434 東温市
3 1時間20分42秒 中田　聖羅 416 松山市
4 1時間23分04秒 原田　宣行 426 愛南町
5 1時間24分34秒 谷本　輝一 428 松山市

ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
10
・
５
４
８
㎞
）

順位 記　　録 氏　　名 番号 地　　区 順位 記　　録 氏　　名 番号 地　　区
男子　40歳以上（完走者98人） 女子　40歳以上（完走者76人）

1 39分07秒 亀本　学 1069 大洲市 1 53分46秒 上田　理沙 1305 宇和島市
2 40分20秒 冨永　大輔 1099 大洲市 2 54分06秒 木下　ユリ香 1378 西予市
3 43分01秒 木藤　真世 1028 八幡浜市 3 55分40秒 三浦　朋子 1307 松山市
4 45分18秒 田邉　忠義 1079 八幡浜市 4 56分58秒 山下　美佐恵 1331 大洲市
5 45分39秒 平田　博史 1088 西予市 5 57分31秒 渡部　香 1341 松山市

男子　39歳以下（完走者33人） 女子　39歳以下（完走者28人）
1 33分43秒 山下　克尚 1204 東温市 1 46分45秒 岡田　佳乃 1430 八幡浜市
2 39分14秒 角藤　和也 1206 西予市 2 47分12秒 泉　いちご 1429 八幡浜市
3 44分39秒 清家　規生 1201 松山市 3 48分48秒 脇水　真亜子 1410 八幡浜市
4 47分10秒 新堂　弘大 1225 大洲市 4 57分02秒 薬師寺　咲衣 1418 愛南町
5 47分24秒 清水　勝哉 1213 西予市 5 58分09秒 奥嶋　弘恵 1419 松山市

デ
シ
マ
ラ
ソ
ン
（
４・２
１
９
㎞
）

順位 記　　録 氏　　名 番号 地　　区 順位 記　　録 氏　　名 番号 地　　区
男子　高校生以上（完走者41人） 女子　高校生以上（完走者56人）

1 14分17秒 二宮　勘嗣 2012 西予市 1 18分30秒 松村　里美 2344 八幡浜市
2 14分32秒 桧山　洋平 2008 八幡浜市 2 21分00秒 緒方　優香 2314 松山市
3 15分31秒 亀本　空 2020 大洲市 3 21分34秒 村山　陽子 2324 宇和島市
4 17分06秒 寺林　晃 2010 八幡浜市 4 22分27秒 清水　音羽 2311 松山市
5 17分22秒 青木　悠翔 2006 東温市 5 22分30秒 高田　紗希 2333 今治市

男子　中学生（完走者８人） 女子　中学生（完走者２人）
1 16分20秒 髙藤　颯心 2108 伊方町 1 19分42秒 藤堂　景 2401 八幡浜市
2 19分37秒 木村　一太 2102 伊方町 2 19分52秒 村井　琉香 2402 松山市
3 20分35秒 大谷　篤弘 2101 八幡浜市 3 　 　 　 　
4 21分02秒 高月　琉生 2106 伊方町 4 　 　 　 　
5 21分16秒 菊池　玲汰 2104 八幡浜市 5 　 　 　 　

男子　小学生（完走者16人） 女子　小学生（完走者14人）
1 17分51秒 菊池　希至 2209 西予市 1 17分37秒 宇都岡　奏沙 2506 内子町
2 19分23秒 井上　結登 2213 松山市 2 21分42秒 中川　望 2511 伊方町
3 20分18秒 佐々木　智康 2218 八幡浜市 3 21分44秒 松澤　周音 2513 伊方町
4 22分25秒 髙藤　碧人 2221 伊方町 4 22分04秒 菊池　陽葵 2505 八幡浜市
5 22分47秒 井上　朝登 2214 松山市 5 22分31秒 藤堂　彩 2507 八幡浜市
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時とき　所ところ　内内容　対対象　定定員　￥金額　申申し込み　問問い合わせ　HPホームページ

町からのお知らせ

◆申込期限
　１月９日㈫　17：00まで
◆入居資格
　�収入基準や地方税等公共料金の滞納がないこと等の基
準を満たす必要がありますので、詳しくはお問い合わ
せください。

◆入居資格
　・修繕期間が必要な未修繕物件も含みます。
　・申込み多数の場合は抽選となります。
　・詳しくはお問い合わせください。

� 問建設課　建設管理係　TEL 38-2656

町営住宅入居者募集

番号 団地名 場　所 募集戸数 間取り 月額家賃（※１） 建築年度

① 畑団地 九町 １戸 ３ＤＫ 23,600円～35,200円 平成14年

② 三机団地 三机 ６戸 ２ＤＫ 14,100円～22,300円 平成１年

③ 上倉団地 上倉 ３戸 ３ＤＫ 6,600円～9,800円 昭和58年

④ 砂田団地 二名津 ３戸 ３ＤＫ 12,300円～18,400円 昭和61年

⑤ 塩成振住宅 塩成 ２戸 ２ＤＫ 10,000円 昭和59年

� ※1　①～④の家賃は所得に応じた額になります。⑤の家賃は定額です。

ペアレントメンターCafé開催
時１月20日㈯　10：00～11：30（終了予定）
所伊方町中央公民館３階（第１研修室）
内グループ相談会 
　�お子さんのことやご家族のことをペアレント・メン
ターとお話ししませんか？

対発達障害（疑い含む）のある子どもの親
定３名
￥費用無料
申①氏名
　②メールアドレス
　③電話番号
　④お子さんの性別・年齢（制限なし）
　⑤家族構成
　⑥�困りごとや知りたいことを記入のうえ、Fax・E-mail

にてお申し込みください。
　※申込締め切り：令和６年１月12日㈮
問伊方町保健福祉課　地域福祉係
　TEL 0894-38-0217
　FAX 0894-38-1120
　E-mail:hokenhukushi@town.ikata.ehime.jp
　※�開催地以外の地域にお住まいの方も
　　参加できます。

ハンドメイド講座
『PPバンドで作る大きめのかごバック』
時１月29日㈪　30日㈫　13：30～16：00
所伊方町中央公民館　３階　第２〜第４研修室 
内ハンドメイド講座受講生募集!!
　�今回はPPバンドで大きめのかごバックを作ります。
　�大きさ30×32×20㎝のかごバックを２日間で完成ま
で。一緒に作ってみませんか。
　講師：岩見貴美子さん 
対原則として伊方町内にお住いの方
定10名程度 
￥受講料（材料代）　1,500円 
申 �１月11日㈭まで　受講を希望される方は、「住所・氏
名・電話番号」を中央公民館へご連絡ください。 

問中央公民館　TEL 38-1020　FAX 38-1188  

はさみ、ものさし（30㎝程度）、筆記用具、洗濯ば
さみ（20～30コ）をご持参ください。 
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町からのお知らせ
NEWS & INFORMATION

公民館からの新春行事
●第44回健康マラソン＆ウォーキング大会
　開催日：１月３日㈬
　受　付：９時00分～　三崎支所前　※当日受付可能
　コース：３コース（1.5㎞、3.0㎞、5.0㎞）
　　　　　（ウォーキングは3.0㎞のみ）
●第56回瀬戸駅伝大会（中止）
　�参加チームの減少と運営ボランティアの確保が厳し
いため
●第54回三崎駅伝大会
　日　時：１月21日㈰ 　9：30～10：15（予定）
　コース：旧佐田岬小学校前～三崎支所前
●新春書初め大会（町内小学生対象）
対象児童 開催日時 場　所
伊方小学校
九町小学校 １月５日㈮　午前9：30～ 中央公民館

三机小学校
大久小学校

（希望の保護者）
１月７日㈰　午前9：30～ 瀬戸町民センター

三崎小学校 １月５日㈮　午前9：30～ 三崎支所

「グループホームよろこび大久」の
ユニット増床に向けて介護職員を募集
　令和６年春に新たに９名のご利用者様を受け入れる
ことのできる施設が現在の「よろこび大久」の隣に増
設されます。認知症高齢者のための施設です。
　増床にあたり介護職員を募集いたします。
　（約８名程度）
　私たちと一緒にお仕事しませんか？

問グループホームよろこび大久　管理者　谷岡
　TEL 0894-20-5828

愛媛県子育て世帯生活応援給付金の
申請期限についてお知らせ

【子育て世帯生活応援給付金の申請期限が
� 迫っています！】
内 �令和５年１月１日から令和５年12月31日までに生ま
れた子どもの給付金の申請期限が近づいています。

　郵送申請：令和６年２月16日㈮　消印有効
　Web申請：令和６年２月16日㈮　17時
　�市町の窓口では、問い合わせや申請を受け付けてい
ませんので、ご不明点などがある場合は給付金コー
ルセンターへお問い合わせください。
　【子育て世帯への生活応援給付金コールセンター】
　TEL 089-993-5902
　TEL 089-993-5901
　受付時間：９時～17時（土日祝日、年末年始を除く）

冬の道路の通行は、
出発前の準備をしっかりと！
　四国の道路も、冬期は積雪や凍結によりスリップ事
故や車の立ち往生が発生し、重大な事故・渋滞につな
がることがあります。
　お出かけ前の情報収集と冬用タイヤやチェーンの準
備が必要です。
▼四国の雪道情報はこちらから
・パソコンから
　�https://www.skr.mlit.go.jp/road/
toukikoho/index.html
・携帯電話、スマホから
問国土交通省 四国地方整備局 道路部道路管理課
　TEL 087-851-8061（代表）
　道路緊急無料ダイヤル（24時間受付）♯９９１０

スーパープレミアム付商品券の使用期間のお知らせ

10月25日から販売を開始した商品券は、販売期間
および使用期間があります。下記期間を過ぎての販
売及び使用はできませんので、ご確認ください。

【販売期間終了】
令和５年12月28日㈭

【使用期間終了】
令和６年１月31日㈬

正しく110番を利用しましょう

110番のしくみ
○�県内の110番は、警察本部（松山市）
につながります。
　�（最寄りの警察署につながるのではあ
りません。）
○�110番受理をしながら、近くの警察官
に現場急行するよう指示をします。

順番にお聞きしますので、落ち着いて質問に答えてくだ
さい。
①　何がありましたか？
　　（事件ですか？事故ですか？）
②　いつありましたか？ 
　　（何分前のことですか？）　
③　どこでありましたか？
　　（近くに目標となるお店や会社はありますか？）
④　犯人は？
　　（人数・人相・服装・車やバイク・逃走方向など。）
⑤　あなたの住所、氏名は？
　　（電話番号・事件事故との関係など。） 

110番通報のポイント

八幡浜警察署
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時とき　所ところ　内内容　対対象　定定員　￥金額　申申し込み　問問い合わせ　HPホームページ

令和６年　成人講座のご案内
時令和６年２月４日㈰
　10：00～12：00（受付　9：30～）
所生涯学習センター　５階　多目的ホール
内健康相談、血圧測定（9：30～9：55）
　合同厄払い神事、記念写真撮影、講話
対●33年齢
　　平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれの女性
　●42年齢
　　昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれの男性
　●61年齢
　　昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生まれの男性・女性
　※�住民基本台帳により調査し、対象者の方には個別
に詳細内容をご案内いたします。

　 ※�内容の変更の可能性があります。
問生涯学習係　TEL 38-2661

スポーツ功労者、文化功労者表彰の
該当者は申請を

内 �令和６年２月25日㈰開催の伊方町生涯学習推進大会
でスポーツ功労者・文化功労者表彰を行います。表
彰基準に該当される方は、申請書に関係資料を添付
し、ご提出ください。 

対 �スポーツ功労者・文化功労者
　※�表彰基準は伊方町ホームページ「スポーツ・文化
功労者表彰について」をご確認ください。

　対象期間　�令和５年１月１日～令和５年12月31日に
開催された大会 

申申込締切：令和６年１月19日㈮
　申請様式設置施設：�教育委員会事務局・町見公民館・

瀬戸公民館・三崎公民館 
申 問伊方町教育委員会事務局
　　文化・スポーツ推進係または、最寄りの公民館
　　TEL：38-2661　FAX：38-1179 

①運転状況について（令和５年11月末日現在）
　伊方１号機（廃止措置）
　伊方２号機（廃止措置）
　伊方３号機（定格電気出力89万キロワット）
　定格熱出力一定運転中

②伊方発電所３号機　出力領域中性子束を測定する計器の不具合について
　伊方発電所３号機は通常運転中、出力領域中性子束を測定する計器４チャンネルのうち、１チャンネルにつ
いて、11月22日11時21分、表示に不具合があるため、点検が必要と判断しました。
　その後、点検を実施するため、４チャンネルある回路のうち、１チャンネルを、同日15時02分に停止しまし
た。これにより、同時刻に原子炉施設の保安規定に定める運転上の制限から逸脱したと判断しました。（保安規
定では、安全機能を確保するために回路４チャンネルを確保することを求めている。）
　当該計器の点検を行い、絶縁増幅器の取り替えを実施し、回路を復旧しました。その後、計器の表示が正常
に復旧したことから、同日16時30分に運転上の制限の逸脱から復帰しました。

③伊方発電所３号機　ETA電解槽供給ポンプＡの異物確認について
　伊方発電所３号機は通常運転中、11月28日11時55分、ETA電解槽供給ポンプの出口逆止弁に異物があるこ
とを保修員が確認しました。
　その後、ETA電解槽供給ポンプＡの分解点検を実施したところ、異物は当該ポンプの部品の一部であること
を確認しました。
　なお、当該装置の配管を確認し、11月29日に部品の残り部分を回収しました。

　このほか、11月８日に作業員の体調不良の連絡がありました。

　これらの事象による、プラントへの環境及び環境への放射線に影響はありません。

伊方発電所の状況
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町からのお知らせ
NEWS & INFORMATION

第51回　伊方駅伝大会
時２月18日㈰　小雨決行
　　開会式　　　９時00分（中央公民館）
　　スタート　　９時30分（妙見橋）
　　ゴール　　　10時00分頃（役場前）
　　【コース】全10.9㎞
所妙見橋（役場前）～ 大浜臨港道口折返し ～
　　役場前 ～ 川永田ゴミ収集所 ～ 役場埋立駐車場
内１部　地域単位によるチーム
　２部　高校生以上による男子チーム
　３部　小学生から中学生による男子チーム
　４部　女子によるチーム（小学生以上）
　５部　フリー（制限なし）
　※全部門５区間　小学校５年生から参加可能
問伊方町教育委員会事務局　文化・スポーツ推進係
　TEL 38-2661

「こころがあかるくなる色」
草木染・手織り着物作品展

時１月17日㈬～21日㈰
　9：30～16：30（最終日は15：30閉場）
所佐田岬半島ミュージアム　２階企画展示室
内 �町内在住の染織家　はまもとはつみさんの作品展で
す。草木染の手織り着物などを展示しています。

￥入場無料
問佐田岬半島ミュージアム
　TEL 0894-21-3400

就学援助制度のお知らせ
　伊方町では、経済的理由により就学困難な児童生徒
について、小学校及び中学校における義務教育の円滑
な実施に資することを目的として就学奨励のために必
要な援助を実施しています。

●認定基準（いずれかに該当すること）
　１．生活保護の停止又は廃止となった方
　２．町民税非課税世帯の方
　３．�母子・父子家庭対象の児童扶養手当を支給され

ている方
　※�１～３以外でも特別な事情のあるご家庭は学校に
ご相談ください。

●援助内容
　�学校給食費、学用品費・通学用品費・校外活動費、
　野外活動費、修学旅行費など
●申請の方法
　�まず、お子さまが在学している（又は入学する）学校
にご相談ください。
●申請の受付時期

学年 申請の受付期間

当初認定
（年度当初の
４月から認定
される場合）

在学中の児童生徒
（新１年生以外） 令和６年１～２月頃

新１年生

令和６年４月まで
（この時期を過ぎる
と支払えない援助費
がありますので、ご
注意ください。）

追加認定
（年度の途中
から認定され
る場合）

すべての学年

原則として随時受付
（認定の時期により、
金額が減ったり支払
が出来なくなる援助
費があります。）

問お子さまが在学している（又は入学する）学校
　または教育委員会事務局学校教育係　TEL 38-2660

　「重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査
及び利用の規制等に関する法律」に基づき、防衛関係施設等の周囲
おおむね1,000ｍの区域内及び国境離島等の区域内の区域を「注視
区域」・「特別注視区域」として指定することとされていますが、令
和５年12月11日に町内の一部の区域を注視区域として指定し、令
和６年１月15日に施行する予定です。施行日後においては、指定さ
れた区域内の土地・建物で防衛関係施設等の機能を阻害する行為が
行われていないか内閣府が調査を行います。詳しくは内閣府のホー
ムページをご参照いただくか、下記の内閣府のコールセンターまで
お問い合わせ下さい。
　【注視区域】
　伊方発電所を中心とした周囲おおむね1,000メートルの区域

問内閣府重要土地等調査法コールセンター
　TEL：0570-001-125（平日9：30～17：30）
HP https://www.cao.go.jp/tochi-chosa 
　または「内閣府 重要土地」で検索

内閣府からのお知らせ
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時とき　所ところ　内内容　対対象　定定員　￥金額　申申し込み　問問い合わせ　HPホームページ

令和６年度　伊方町職員の募集について

令和５年12月１日（金）から令和６年１月９日（火）まで（執務時間中）受付けます。
郵送の場合は、１月９日（火）までに役場に届いたものに限り受付けます。

（１）　日本国籍を有する者
（２）　地方公務員法第16条各号のいずれにも該当しない者
（３）　原則として、採用後に伊方町内に居住できる者

※　採用試験申込書の様式は町のホームページからダウンロードできます。
　伊方町役場総務課または瀬戸支所、三崎支所でも交付します。
　郵便で請求する場合は、必ず140円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
　（Ａ４判のものが入る大きさ）を同封してください。

◎一次試験
　（１）　採用試験申込書（町指定のもの）（写真を貼付すること）
　（２）　卒業・修了（見込）証明書及び成績証明書
　（３）　写真２枚（縦４㎝×横３㎝）　※申込書に貼付するものとは別に２枚必要
　（４）　資格職を受験される方は、資格証または資格取得見込証の写し

合格者は、令和６年４月１日付で伊方町職員に採用の予定です。
※　採用までに必要とされる資格を取得できなかった場合は、採用取り消しとなります。

〒796-0301　西宇和郡伊方町湊浦1993番地１
伊方町役場　総務課　総務管理係

（電話） 0894-38-2655

◎一次試験
　（１）　試験種目	 <行政事務>　教養試験、事務適性検査
	 <土木（初級）、保健師、保育士>　専門試験
　（２）　試験日及び場所	　令和６年１月21日（日）　　伊方町役場
　（３）　合格通知	 　　令和６年２月上旬頃
◎二次試験（一次試験合格者について実施）
　（１）　試験種目	 　　作文試験・面接試験
　（２）　試験日及び場所	　令和６年２月中旬～下旬頃　　伊方町役場
　（３）　合格通知	 　　令和６年３月上旬頃

募集職種 採用予定人員 年　齢　等　要　件

行政事務

上級 若干名 平成元年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた者（21～34歳）
で、大学卒業程度の学力を有する者（令和６年３月卒業見込みの者を含む）

初級 若干名
平成元年４月２日から平成18年４月１日までに生まれた者（17～34歳）
で、高等学校卒業程度の学力を有する者（令和６年３月卒業見込みの者
を含む）

土　　木 初級 若干名
平成元年４月２日以降に生まれた者（34歳まで）で、大学、高等専門学
校等において土木工学に関する課程を専攻し、令和６年３月末までに卒
業（見込み）の者

保　健　師 中級 若干名 平成元年４月２日以降に生まれた者（34歳まで）で、保健師の資格を有
する者または令和６年３月末までに取得見込みの者

保　育　士 中級 若干名
平成元年４月２日以降に生まれた者（34歳まで）で、保育士の資格及び
幼稚園教諭の免許（１種または２種どちらでも可）の双方を有する者ま
たは令和５年度において取得見込みの者

『募集職種、採用予定人員及び受験資格』

『受付期間』

『受験要件』

『試験の方法等』

『受験手続(申込用紙の請求)』

『必要書類』

『採用予定』

『受験手続、その他問い合わせ先』
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町からのお知らせ
NEWS & INFORMATION

令和６年度　伊方町看護師等修学就業資金貸与制度のお知らせ

オンライン共食実証実験（二名津）のご紹介、今後の募集について 

内修学資金　月額７万円貸与
　　　　　　�資金の貸与を受けて修学した期間と同じ期間以上、伊方町の職員として看護師の業務に従事すれば、

返還する必要はありません。

対 �貸与対象　�看護師の養成施設に入学できる、または在学する方のうち、将来、伊方町の職員として国民健康保険
診療所において看護師の業務に従事する意思を有する方

定募集人員　１人程度
◇貸与期間　在学する養成施設の正規の修学期間のうち、貸与が決定された月から卒業するまでの月

申提出期限　令和６年１月12日（金）　※入学決定前の申請も可能

内就業資金　30万円貸与
　　　　　　伊方町の職員として看護師の業務に３年以上勤務すれば、返還する必要はありません。

対 �貸与対象　�伊方町の職員として採用決定後、他の市町村から本町へ転入し、国民健康保険診療所において看護師
の業務に３年以上勤務する意思を有する方

◇�貸与期間　�伊方町の職員として採用されることが決定した旨の通知があった日から採用後３箇月までの期間に申
請し、その後に貸与

問町民課医療対策係
　TEL 38-2653
　〒796-0301　西宇和郡伊方町湊浦1993番地１

時12月７日（木）10：30～12：00

所二名津（三崎公民館二名津分館調理室） 

内 �　12月７日（木）に「集落のグループホーム化」プロジェクトのモデル地区である二名津（三崎公民館二名津分
館調理室）で、オンラインによる共食の実証実験が行われました。

　�　当日、東京のプロ料理人とオンラインでつなぎ、12人の町内高齢者が集まって調理の手ほどきを受けました。
参加者たちは、４つの班に分かれてサバカレー作りに挑戦し、料理人のアドバイスを受けながら調理しました。
完成後、参加者は会話を楽しみながら、一緒に美味しくいただきました。

　�　高齢者の孤食は、独り暮らしの方を中心に栄養が偏りがちで、フレイル（※）が進行する要因の１つとも言わ
れています。こうした状況を少しでも解消しようと、今回実施に至ったものです。

　�　こうした取り組みを、ぜひ他の地区の皆さんにも体験いただきたいため、実施してみたいという方は下記連絡
先にて御相談ください。（実施内容、人数及び開催場所等、相談可）

　（※）フレイル：�病気ではないが、年齢と共に筋力や心身
の活力が低下し、介護が必要になりやす
い健康と要介護の間の虚弱な状態

￥ �原則無料
　（食材については、一部ご協力いただく場合がございます） 

申 問伊方町役場 総合政策課　まちづくり・DX政策係
　　0894-38-2659
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時とき　所ところ　内内容　対対象　定定員　￥金額　申申し込み　問問い合わせ　HPホームページ

問 �「広報いかた」において無料の求人情報を毎月掲載します。希望する事業者は、町ホームページの申込フォームでお
申し込みください。

　申込締切　１月１日（２月号掲載）
HP※掲載内容の変更・停止がある場合は、メールまたは電話にて、締切までに毎月必ずご連絡下さい。
　　ご連絡がない場合は、継続して掲載します。
　　「町内の求人情報を掲載します」　

　町民や伊方町への移住を考える方に広くお知らせし、町の農・水・商工業などの発展や企業立地、促進・雇用対策の
ため、「広報いかた」において無料の求人情報を毎月掲載します。
　１月１日現在の求人情報です。行き違いにより求人が終了している場合はご了承ください。
※掲載は届け出順です。

町内の求人情報をお知らせします

求人事業所 住　所 求人職種
（求人数） 賃　金 就業時間 休　日 問い合わせ先

OKASHIYA
SHANSHAN

塩成293
佐田岬半島ミュージ
アム内カフェテナント

カフェ
常勤スタッフ

（２人）

時給950円
【試用期間中】900円

9:00～17:00
時間外労働あり

（月平均10時間）

月８日、
元旦

karender369@yahoo.co.jp
電話番号 0894-21-1516
携帯 090-9775-6809

カフェ
土日祝バイト

（２人）

時給950円
【試用期間中】（2か月）900円

11:00～16:00
時間外労働なし

月火水木

株式会社
佐田岬マネジメント
亀ヶ池温泉

二見甲
1289番地

レストランホールスタッフ（3人）
キッチンスタッフ（3人）
清掃スタッフ（6人）

試用期間あり（2か月）
時給900円～

時間外労働なし
【1】   6:00～10:00
　　11:00～15:00
　　17:00～21:00

【2】   6:00～21:00
 （うち4～5時間程度）

【3】 10:00～15:00
　　21:00～24:00

シ フ ト 制 に よ
り、各セクショ
ンで異なる　

k.okamoto@kamegaike.com
電話番号 090-3333-1160

高齢者総合福祉施設
瀬戸あいじゅ

川之浜
594番地

介護職員（2人）
栄　養　士（1人）
調　理　員（2人）
看　護　師（2人）

※介護福祉士 ¥202,500～
時間給 ¥1,095～
介護職 ¥194,500～
時間給 ¥1,035～
看護師 ¥215,500～
時間給 ¥1,150～
栄養士 ¥180,500～
調理員　時間給 ¥943～

介護福祉士
（シフトにより勤務）
介護職

（シフトにより勤務）
看護師
　8:30～17:30
栄養士
　8:30～17:30
調理員

（シフトにより勤務）
時間外労働なし

月９日 setoaiju@mc.pikara.ne.jp
電話番号 0894-53-0622

アップセルテクノロジィーズ
株式会社

中之浜
10番地１

（旧水ヶ浦小学校）

コールセンター
スタッフ(20人)

正社員：月給：21万
パートスタッフ：時給1,100円

正社員：
　�9:00-21:00の 連

続する９時間(休
憩１時間）

パートスタッフ：
　�1日５ｈ以上週３

回以上

日 曜 を 起 算 と
する各週２日、
夏季（３日）、
GW（３日）、
年末年始（６日）

ikata-saiyo@upselltech-group.co.jp
電話番号 03-5986-0777

社会福祉法人
伊方町社会福祉協議会

伊方、町見、瀬戸、
三崎デイサービ
スセンターのい
ずれかで就業

看護職員
（看護師・准看護士
いすれかの資格所持
で可）若干名

【基本給】
170,766円～187,049円

8:30～17:30
時間外労働なし

土日祝日、
12月29日から
翌 年 １ 月 ３ 日
までの日

i-social-welfare@mb.pikara.ne.jp
電話番号 0894-38-2360

伊方、瀬戸、
三崎訪問介護事
業所のいずれか
で就業

ホームヘルパー
若干名

【時給】
1,200円

8:30～17:30の間の
2時間以上

週休２日制
シフト制

（相談可）
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町からのお知らせ
NEWS & INFORMATION

募
集
・
お
知
ら
せ

内�

河
川
の
清
掃
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
「
愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

�

活
動
の
際
に
清
掃
用
具
等
を
ご
提
供
す
る
ほ

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
等
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

�

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
河
川
課

　

ＴＥＬ
０
８
９-

９
１
２-

２
６
７
１

　

ＦＡＸ
０
８
９-

９
４
８-

１
４
７
５　

内�

県
営
住
宅
に
空
家
が
生
じ
た
場
合
に
入
居
し
て

い
た
だ
く
世
帯
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
募
集
対
象
住
宅

　

�

募
集
対
象
の
県
営
住
宅
は
、
次
の
４
団
地
７

棟
１
４
０
戸
で
す
。

　

神
山
団
地
（
Ｓ
58
～
Ｓ
59
建
設
）�

２
棟
50
戸

　

松
柏
団
地
（
Ｈ
１
建
設
）�

２
棟
30
戸

　

白
浜
団
地
（
Ｈ
12
建
設
）�

１
棟
30
戸

　

大
洲
東
団
地
（
Ｈ
７
）
建
設�

２
棟
30
戸

申
申
込
受
付
期
間

　

令
和
６
年
２
月
１
日
（
木
）
～
２
月
９
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時

　

�（
但
し
、
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

※
申
込
書
の
配
布
は
１
月
上
旬
か
ら
行
い
ま
す
。

▼
申
込
受
付
場
所

　

�

愛
媛
県
南
予
地
方
局　

八
幡
浜
土
木
事
務
所

管
理
課　

建
築
指
導
係

　

�（
八
幡
浜
市
北
浜
１
丁
目
３
番
37
号　

愛
媛
県

八
幡
浜
庁
舎
３
階
）

▼
入
居
順
位
の
抽
選

　

抽
選
日
時　

令
和
６
年
３
月
５
日
（
火
）

　

�

※
抽
選
は
県
職
員
が
行
い
、
後
日
、
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
抽
選
会
へ
の
参
加
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
資
格
審
査
・
入
居
案
内

　

�　

空
家
が
出
来
次
第
、
入
居
順
位
に
従
い
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
�

※
入
居
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
の

み
入
居
を
許
可
し
ま
す
。

　

�
※
県
の
判
断
に
よ
り
、
入
居
順
位
以
外
の
者

を
優
先
入
居
さ
せ
た
り
、
空
家
の
ま
ま
残
す

ば
あ
い
が
あ
り
ま
す
。

　

�

※
入
居
の
申
し
込
み
は
、
入
居
順
位
の
抽
選

後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問�

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�

愛
媛
県
南
予
地
方
局
八
幡
浜
土
木
事
務
所
管

理
課
建
築
指
導
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
４-

２
２-

４
１
１
１　

内
線
４
２
５

　

今
年
度
冬
季
の
電
力
需
給
の
予
備
率
見
通
し
は

改
善
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル

等
に
よ
っ
て
は
厳
し
い
状
況
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
際
情
勢
が
我
が
国
の
燃
料
や

電
力
・
ガ
ス
の
安
定
供
給
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、
国
内
の

各
主
体
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

は
引
き
続
き
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
考

　

経
済
産
業
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス

　
「
冬
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

�https://w
w
w
.m
eti.go.jp/press/2023/10/ 

20231031006/20231031006.htm
l

　

�

２
０
２
３
年
度
冬
季
の
電
力
需
給
対
策
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た

　

�https://w
w
w
.m
eti.go.jp/press/2023/11/ 

20231101001/20231101001.htm
l

　

冬
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
（
オ
フ
ィ
ス
向
け
）

　

�https://w
w
w
.m
eti.go.jp/press/2023/10/

20231031006/20231031006

ー8.pdf

　

リ
ー
フ
向
け
（
家
庭
向
け
）

　

�https://w
w
w
.m
eti.go.jp/press/2023/10/

20231031006/20231031006

ー7.pdf

▼
送
付
先

　

〒
７
６
０-

８
５
１
２

　

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
３
ー
33

　

高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
合
同
庁
舎
北
館

　

四
国
経
済
産
業
局　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
（
担
当
：
藤
井
・
川
﨑
）

　

ＴＥＬ
：
０
８
７-

８
１
１-

８
５
３
５

　

E-m
ail

：bzl -shikoku -ene@
m
eti.go.jp

県
営
住
宅
の
空
家
待
ち
入
居
者
を
募
集
し

ま
す

令
和
５
年
度
「
冬
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

組
に
つ
い
て
」
の
協
力
及
び
周
知
に
つ
い
て

内�

愛
媛
県
森
林
環
境
税
の
趣
旨
に
即
し
、
県
民

が
自
ら
企
画
立
案
し
て
実
行
す
る
森
林
林
業

に
関
す
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

HP
詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�https://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/h35900/6366/
kouryucenter/index3_3.htm

l

申
募
集
期
間　

令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）
ま
で

　

提
出
方
法
（
先
）

　

�

所
定
様
式
を
、
所
管
す
る
県
地
方
局
森
林
林

業
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
愛
媛
県
森
の
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
東
温
市
田
窪
７
４
３
）

　

０
８
９-

９
９
０-

７
０
１
７

　

担
当
：
黒
光

　

▼�

コ
ー
ス
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
（
10
名
）」、

「
自
動
車
整
備
科
（
15
名
）」「
メ
タ
ル
技
術

科（
15
名
）」高
卒
以
上
対
象
。
２
年
間
課
程
。

　

※�

中
期
選
考
の
結
果
に
よ
り
実
施
し
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

▼�

募
集
期
間　

１
月
15
日
～
２
月
27
日

　

▼�

後
期
試
験
日　

３
月
５
日
（
火
曜
日
）

　

▼�

費
用
：
選
考
科
２
，
２
０
０
円
・
授
業
料

月
額
９
，
９
０
０
円
等

問
▼
０
８
９
７-

４
３-

４
１
２
３

内�

冬
期
は
献
血
者
が
減
少
傾
向
で
す
。
献
血
は

身
近
で
で
き
る
大
き
な
社
会
貢
献
！
そ
の
一

歩
が
誰
か
の
一
生
に
な
る
！
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
実
施
期
間
】
～
令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）

問
薬
務
衛
生
課

　

ＴＥＬ
０
８
９-

９
１
２-

２
３
９
１

　

ＦＡＸ
０
８
９-

９
１
２-

２
３
８
９

令
和
６
年
度
愛
媛
県
森
林
環
境
保
全

基
金
公
募
事
業
の
提
案
募
集
に
つ
い
て

新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校

令
和
６
年
度
入
校
生
募
集
開
始

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
！

愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
！
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１月 くらしのカレンダー

※１　開設は本庁のみです。開設日の３日前（土日祝日を除く）までに電話でご予約ください。
　　　納税相談予約 → TEL 38-2650  マイナンバーカード交付等予約 → TEL 38-2653 
※　　瀬戸地区の「給食サービス事業」につきましては、日程が決まり次第、対象者に通知をいたします。
　　　（三崎地区については、１月は実施しません。）

1 月
元旦

2 火

3 水 令和５年度 はたちを祝う会 14：30〜（受付13：30〜）
第44回 健康マラソン＆ウォーキング大会（9：00〜）

4 木

5 金

6 土
伊方健康マラソン大会（8：30〜）

7 日

8 月
成人の日

9 火
３学期始業式（全小中学校）

10 水
人権の日

11 木

12 金

13 土
ピップスおはなし会（図書館 13：30～14：00）

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木

19 金
給食サービス事業（町見地区）

20 土
関東伊方ふるさと会交流会(東京都)

21 日
第54回 三崎駅伝大会（9：30〜）

22 月

23 火

24 水 第185回 佐田岬半島の自然スライド上映会
（佐田岬半島ミュージアム 19：00〜20：30）

25 木

26 金
給食サービス（伊方地区）

27 土

28 日
〇休日納税相談日（要予約）

（本庁町民課税務係 8：30～12：00）※１
〇マイナンバーカード交付等休日窓口（要予約）

（本庁町民課住民生活係 9：00～16：30）※１

29 月

30 火
〇夜間納税相談日（要予約）

（本庁町民課税務係 17：30～19：30）※１
〇マイナンバーカード交付等平日延長窓口（要予約）

（本庁町民課住民生活係 17：30～19：30）※１

31 水
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時とき　所ところ　内内容　対対象　定定員　￥金額　申申し込み　問問い合わせ　 HPホームページ

年 金 ひ ろ ば

　国民年金に関する下記の手続きは、マイナポータルを
利用した電子申請が可能です。
◦�国民年金第１号被保険者加入の届出（退職後の厚生年金
からの変更等）
◦�国民年金保険料　免除・納付猶予の申請
◦�国民年金保険料　学生納付特例の申請
　利用方法等詳細は、日本年金機構のHP内「個人の方の
電子申請（国民年金）」にてご確認ください。
　【年金制度に関する動画のご案内】日本国内に居住して
いる20歳以上の方は、国民年金の被保険者（加入者）と
なります。（20歳到達時の加入手続きは原則不要）。日本
年金機構HP内「20歳到達時の国民年金の手続き」にて、
国民年金制度や保険料納付方法、免除の手続きなどの案内
動画を公開しておりますので、ぜひご覧ください。
　　　問宇和島年金事務所（代表）TEL 0895-22-5440
　　　　町民課住民生活係　　　　TEL 38-2653 

　皆さんは粗大ごみの出し方に困っていませんか？捨てたいけどやり方が
分からない方は要チェック！

 ①最終処分場へ直接持っていく（埋立ごみもOK！）
　自分で最終処分場まで運んで捨てることができます。可燃ごみは
受け入れできないのでご注意を！（持って帰ってもらいます。）

【受入場所】 伊方町最終処分場（伊方町九町２-117-２）
※発電所と鳥津地区の中間くらいです。

【受入日時】 毎週金曜日　午後２〜４時（祝日を除く）
【料　　金】 10㎏につき20円（例：120㎏なら240円）

 ②手数料納付券（シール）を買ってごみステーションへ出す 
　役場窓口で手数料納付券（シール）を購入して、決まった日に最寄りのごみステー
ションにシールを貼った粗大ごみを出すだけ！※捨てる日とシールの貼り忘れには
ご注意を！

【窓　口】 役場町民課・三崎支所・瀬戸支所・町見出張所
【処分日】 毎月第２・４土曜日（シールは役場開庁日ならいつでも購入できます。）
【料　金】１点につき 250～1,500円（料金目安はガイドブック17ページをチェック）

 ③許可業者へ直接収集を依頼する 
　連絡先はごみ分別ガイドブック16ページを確認ください。

国民年金手続きの電子申請について

～粗大ごみの捨て方～ 問本庁町民課　環境対策係　TEL38-2653
瀬戸支所　　地域住民係　TEL52-0111
三崎支所　　地域住民係　TEL54-1111
町見出張所　　　　　　　TEL39-0211

宇和島年金事務所　出張相談
時1/11(木)・1/25(木)　10：00〜15：30
所八幡浜商工会議所
申宇和島年金事務所  TEL0895-22-5569 ※要予約

※�心配ごと法律相談は【予約制】です。相談を希望され
る方は、相談日の前日までに社会福祉協議会本所
　（TEL38-2360）へ予約をお願いします。
　�ものわすれ相談、各種保健事業については、Ｐ26健康
ひろばでご確認ください。

  4(木)　心配ごと相談
　　　　　伊方町民会館　13：00～15：30
10(水)　特設人権相談所
　　　　　二名津集会所　13：30～16：00
15(月)　行政相談所
　　　　　三崎支所　　　13：30～16：00
16(火)　消費生活相談
　　　　　役場1階相談室　9：00～16：30
17(水)　当番司法書士事務所
　　　　　三崎支所　　　13：30～16：00
19(金)　心配ごと相談
　　　　　三崎保健福祉センター
　　　　　　　　　　　　  9：00～11：30
　　　　心配ごと法律相談
　　　　　三崎保健福祉センター
　　　　　　　　　　　　  14：00～17：00

１月　くらしの相談事業開催日

伊方町クリーン情報

広報 いかた・2024.121



　374

　

み
な
さ
ん
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
近
年
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
」
と
は
、「
多
様
性
」
と
訳
さ
れ
、「
人

種
、
性
別
、
文
化
、
国
籍
、
宗
教
、
価
値
観

な
ど
が
違
う
様
々
な
属
性
を
持
っ
た
人
々
が
、

共
存
・
共
生
し
て
い
る
状
態
」
を
指
し
ま
す
。

　

去
る
十
一
月
二
十
五
・
二
十
六
日
に
、「
つ

な
ぐ　

か
が
や
く　

ゆ
め
ひ
ら
く　

～
だ
れ

一
人
と
り
残
さ
な
い
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し

て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
全
国
人
権
・

同
和
教
育
研
究
大
会
が
関
西
地
区
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
伊
方
町
か
ら
は
、
人
権
教
育
協

議
会
と
人
権
対
策
協
議
会
の
役
員
、
保
育
所

や
小
中
高
等
学
校
の
教
員
、
民
生
児
童
委
員

や
区
長
会
の
代
表
な
ど
十
九
名
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

二
十
二
の
会
場
に
お
い
て
、
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
た
九
十
四
の
実
践
報

告
や
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
参
加
し
た

特
別
分
科
会
で
は
、「
だ
れ
一
人
と
り
残
さ
れ

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
兵
庫
県
相
談

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
の
玉
木
幸
則

さ
ん
の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
障
害
者
と

し
て
の
自
ら
の
体
験
を
基
に
、
ど
う
す
れ
ば

み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
は
誰
し
も
少
な
か
ら
ず
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
他
者

か
ら
見
え
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
見
え
な
い
こ

と
も
あ
る
。」
玉
木
さ
ん
の
こ
の
言
葉
に
、
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
近
年
、
障
害
者
差
別
解

消
法
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
な
ど
、
多
様

な
人
権
を
守
る
た
め
の
法
律
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
周
り
か
ら
は
見
え

な
い
け
れ
ど
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る

人
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
言
い
換

え
れ
ば
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
ま
だ
と
り

残
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
分
の
周
り
に
は
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と

に
心
を
配
り
、
み
ん
な
が
心
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
い
け
る
町
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
町
、

そ
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
私
た
ち
が
住
む
こ

の
伊
方
町
か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

伊
方
町
人
権
教
育
協
議
会
事
務
局

「
だ
れ
一
人
と
り
残
さ
れ
な
い
伊
方
町
に
す
る
た
め
に
」

～
第
七
十
四
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
報
告
～

文

　芸

俳
　
句

町
見
野
の
花
句
会

小
春
日
を
賜た
ま
わり
し
日
の
深
呼
吸

	

岩
井
ふ
み
え

小
春
日
や
ベ
ン
チ
で
ご
ろ
り
猫
二
匹

	

井
上
敦
子

野
菊
咲
く
幼
友
達
旅
に
立
つ

	

得
能
作
彦

初
春
や
家
族
集
い
て
笑
顔
咲
く

	

得
能
嘉
昭

ま
だ
先
に
い
い
事
あ
り
そ
う
年
明
け
る

	

西
山
美
津
子

三
机
句
会

四
方
話
家
族
で
囲
む
お
で
ん
鍋

	

安
田
増
子

鈴
生
り
の
柿
の
実
全
枝
撓
み
た
る

	

安
田
増
子

燈
高
き
赤
黄
男
の
句
碑
に
紅
葉
散
る

	

髙
地
瑠
美
子

原
子
炉
の
灯
る
半
島
秋
深
し

	

髙
地
瑠
美
子

番
匠
句
会

芋
煮
会
芋
取
り
落
す
わ
れ
老
い
ぬ

	

井
上
幸
子

目
覚
め
れ
ば
金
木
犀
の
香
り
良
し

	

柏
村
ヨ
シ
子

ニ
ラ
の
花
け
な
げ
に
咲
き
し
そ
こ
か
し
こ

	

溝
口
明
美

コ
ス
モ
ス
の
ひ
と
め
見
た
さ
に
遠
廻
り

	

結
城
励
子

虎も
が
り
ぶ
え

落
笛
ひ
と
き
わ
激は
げ

し
海
荒
る
る

	

佐
々
木
サ
チ
子
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♪
朝
日
に
映
え
る
須
賀
の
森　

松
の
緑

は
わ
が
心
♪

　

三
机
小
学
校
の
校
歌
は
、
三
机
ら

し
さ
が
歌
詞
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
た

と
て
も
素
敵
な
校
歌
で
す
。
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
で
も
元

気
よ
く
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
に
開
校
し
た

三
机
小
学
校
は
今
年
１
５
０
歳
に
な
り
ま

し
た
。
明
治
６
年
と
い
え
ば
石
鉄
県
と
神

山
県
が
合
併
し
、
愛
媛
県
が
成
立
し
た
年

で
も
あ
り
、
こ
の
頃
に
地
租
改
正
な
ど
の

新
政
策
も
ス
タ
ー
ト
、
各
地
で
新
た
に
学

校
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
机
で
は
、
学
制
が
発
布
さ
れ
た
明

治
５
（
１
８
７
２
）
年
の
翌
年
、
明
治

６
年
５
月
に
三
机
浦
か
ら
（
校
区
に
小

島
浦
・
川
之
浜
浦
・
大
江
浦
・
塩
成
浦
・

釜
木
浦
を
含
む
）「
学
校
取
設
之
義
ニ
付

願
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
（
注
１
）。
そ

こ
に
は
学
校
設
立
に
あ
た
っ
て
経
営
基

金
と
し
て
三
机
浦
の
菊
池
軍
蔵
ら
７
名

が
お
金
を
出
し
合
い
、
ま
た
、
三
机
浦

に
あ
っ
た
旧
御
番
所
地
を
売
り
払
う
予

定
で
そ
の
代
価
を
充
て
る
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
同
年
11
月
に
は
県
が
三
机
浦

所
在
の
「
第
五
十
二
番
小
学
」（
生
徒
20

人
）
の
設
立
伺
い
書
を
文
部
省
へ
上
申
、

翌
７
年
３
月
に
認
可
を
受
け
、
同
年
９

月
に
は
「
三
机
小
学
」
と
改
名
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

明
治
15
～
16
年
に
は
分
校
を
塩
成
・

大
江
・
足
成
に
設
置
、
校
区
内
に
は
明

治
23
（
１
８
９
０
）
年
に
小
島
と
志
津

に
簡
易
小
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
現

在
は
全
て
統
合
さ
れ
校
区
内
の
児
童
は

三
机
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

校
名
も
時
代
の
流
れ
と
共
に
度
々
変

わ
り
ま
し
た
（
明
治
43
（
１
９
１
０
）

年
に
は
三
机
尋
常
高
等
小
学
校
、
昭
和

16（
１
９
４
１
）年
に
は
三
机
国
民
学
校
、

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
は
三
机
小

学
校
と
改
称
）。

　

佐
田
岬
半
島
で
最
も
古
く
、
い
ろ
い

ろ
な
歴
史
の
詰
ま
っ
た
三
机
小
学
校
。

じ
っ
く
り
掘
り
下
げ
る
と
、
佐
田
岬
半

島
の
新
た
な
一
面
が
見
え
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

参
考
文
献　

柚
山
俊
夫　
「
佐
田
岬
半
島
に
お
け
る
明
治
時

代
の
学
校
事
始
め
」『
町
見
郷
土
館
研
究
紀
要
』　

第
１
号
２
０
１
１

『
瀬
戸
町
誌
』
な
ど

注
１　

明
治
初
期
の
学
校
設
立
の
手
続
き
は
、

村
浦
か
ら
県
へ
設
立
願
書
を
提
出
、
県
か
ら

文
部
省
へ
設
立
伺
い
書
が
上
申
さ
れ
て
認
可

を
う
け
る
と
い
う
手
順
で
し
た
。

「
三
机
小
１
５
0
周
年
」
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　年始は１月３日㈬から開館！３日は先着50名様に新年限定オリジナル記念品をプレゼント！
　現在開催中の企画展「新田好写真展」と「牧野富太郎と野村義弘展」は１月８日までとなっ
ております。お見逃しなく！
★１月の佐田ミューイベント情報★
１月中の土日　大漁旗塗り絵　町内で使用されていた大漁旗を塗り絵にしてみました。
１月21日㈰13：30～15：00　第３回サダミュー講座「三崎水軍の実像と松森城」
講師：中平景介さん（松山西中等教育学校）　定員：25名・先着要予約
１月24日㈬19：00～20：30　第185回佐田岬半島の自然スライド上映会
テーマ：竜にまつわる干支セトラ♪
利用案内
■開館時間　９：30～17：00　　■入館料　一般300円　中学生以下無料
■休館日　月曜日（祝日の翌平日）、年末年始ほか
■電話番号　0894-21-3400

佐田岬半島ミュージアムだより

The Strawberry Schooner

　皆さん、英語の数字の接頭辞には慣れていますか。接
頭辞は英単語の頭につく文字のことです。数字の接頭辞
は「ラテン語」に由来することが多く、名詞を数詞的に
修飾することに用いられます。
　例えば‘cycle’「サイクル」という言葉は、さまざま
な数字の接頭辞で修飾されれば、イメージを大きく変え
ることができます。従って、unicycle「ユニサイクル」
には車輪が１つ、bicycle「バイサイクル」には２つ、
tricycle「トライサイクル」には３つになります。
　おそらく、10を表す数字の接頭辞‘dec’にも出会っ
たことがあるかもしれません。この接頭辞はよく見られ

ます。例えば、decade「10年」、
decathlon「10種競技」、それか
らDecember「10月」などです。
　 待 っ て！ Decemberは10月
で は な く、12月 な ん で す。 し
か も 奇 妙 な 月 はDecemberだ
け で は あ り ま せ ん。 接 頭 辞 の

「Novem」は「９」を意味する
が、Novemberは11番 目 の 月
であり、「Octo」は（タコのよ
うに）「８」を意味するが、Octoberは10番目の月
であり、「septem / septi」は「７」を意味するが、
Septemberはもちろん９番目の月です。年間最後の４
カ月はそれぞれ２つずつ順番が遅れています。それは、
なぜなのか？

　興味深い続きは、来月をお楽しみに。

ジョンソン
アンドリュー・ブレイディ

カレンダーの不思議なところ

佐田岬半島ミュージアム１月カレンダー

… 休館日 … イベント… 休　館　日
（資料整理日）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

写真１　昭和53年頃の三机小学校
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　旧年中は、伊方スポーツセンターをご利用いただき、誠にありがとうございました。本年も宜しく
お願い申し上げます。スタッフ一同、皆様のご来館を心よりお待ちしております。
　新年は、１月４日㈭より通常通り営業致します。

　パソコン作業が多く姿勢に不安が
あるかたは是非！インナーマッス
ル、全身の細かな筋肉を意識します。
運動を始めたい方には最適です！
時１月７日　日曜日
　 10：00～10：50
所伊方スポーツセンター３階会議室
定15名
￥740円１回

　寒くなるこの季節は肩、腰、背
中、首の筋肉が硬くなる季節です。
　ゆっくりとした動きで硬くなっ
た筋肉をほぐして疲れを取りま
しょう！
時１月４日・11日・18日・25日
　 19：20～20：20
所伊方スポーツセンター３階会議室
対一般成人
￥2100円/４回　740円/１回

新年のご挨拶

ピラティス教室 「はじめてのヨガ」
参加者募集のご案内

１月スポセン
休館日のお知らせ

◆年始休館　
　１月１日㈪～３日㈬　
◆通常休館　
　 ９日㈫・15日㈪・
　22日㈪・29日㈪

申 問伊方スポーツセンター
　　 TEL38-1100または38-0776

　

今
月
は
、
た
く
さ
ん
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

師
走
を
前
に
駆
け
抜
け
た
み
さ
こ
う
生
。
今
回
は
、

11
月
の
本
校
の
取
組
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
令
和
五
年
度
文
化
祭

　

11
月
３
日
㈮
、
令
和
５
年
度
三
崎
高
校
文
化
祭
を

行
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
郷
土

芸
能
、
吹
奏
楽
部
の
発
表
、
本
校
卒
業
生
の
宇
都
宮

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
ダ
ン
ス
な
ど
、
午
後
か
ら
は
校
内

展
示
や
出
し
物
、
有
志
発
表
な

ど
三
崎
高
校
生
が
本
気
の
取
組

を
披
露
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々

や
県
内
外
か
ら
保
護
者
の
方
々

な
ど
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
本
校
生
徒
た
ち
の
素

晴
ら
し
い
姿
を
お
見
せ
で
き
ま

し
た
。

　

頑
張
っ
て
い
る
本
校
生
徒
の

た
め
に
で
き
る
限
り
温
か
い
も

の
を
提
供
し
た
い
と
出
店
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
技
術
の
向
上

の
た
め
に
指
導
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
お
忙
し
い
中
、
お
力
添

え
を
い
た
だ
く
な
ど
多
く
の

方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

＊
南
予
企
業
合
同
説
明
会

　

11
月
14
日
㈫
、
一
、二
年
生
を
対
象
と
し
た
南
予
企

業
合
同
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。町
役
場
や
消
防
署
、

介
護
、
製
造
、
販
売
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る

二
十
の
企
業
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
真
剣
な
態
度
で
説
明
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
南
予
で
学

ぶ
学
生
と
し
て
地
域
の
企
業
の

魅
力
を
改
め
て
実
感
で
き
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
進
路
選
択
に
活
用
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。＊

防
災
避
難
訓
練

　

11
月
24
日
㈮
、
防
災
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
訓
練
を
行
う
こ
と
を
生
徒
た
ち
に
事
前
に
知

ら
せ
ず
実
施
し
ま
し
た
。
地
震
の
発
生
か
ら
、
そ
の

影
響
に
よ
る
職
員
室
と
事
務
室
で
の
火
事
を
想
定
し
、

安
全
を
確
認
し
な
が
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
避
難
し
ま

し
た
。
途
中
、
火
災
で
通
れ
な
い
場
所
を
作
る
な
ど
、

よ
り
実
際
の
火
災
現
場
に
遭
遇

し
た
と
い
う
感
覚
を
養
い
、
生

徒
た
ち
に
判
断
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
教
職
員
は
動
き
を

確
認
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
回
避
す
る
べ
き
場
所

を
把
握
し
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
集
合
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
消
火

器
の
扱
い
に
つ
い
て
の
説
明
を

聞
き
、
数
名
に
実
践
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
移
動
し
て
春
の
保

小
中
高
合
同
で
行
っ
た
避
難
訓

練
に
つ
い
て
の
意
見
集
約
の
結

果
の
情
報
共
有
、
地
震
が
起

こ
っ
た
際
に
お
け
る
対
応
方
法

に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
の
視
聴
な

ど
を
行
い
、
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伊方 スポーツセンターだよりスポーツセンターだより

LINE公式アカウント
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教育
Newsニュース

　教育Newsでは、伊方町教育委員
会の取組や情報、各学校の紹介や
教育関係行事等をお知らせします。

連
絡
先

伊方町教育委員会学校教育係
(教育相談担当）
TEL 38-2660

　11月23日㈭、「坪内稔典先生と行
く佐田岬吟行2023」を実施いたし
ました。当日は小春日和の中、伊方
町をはじめ千葉県や松山市、西予市、
八幡浜市の皆さんなど、27人が参加
し、伊方町出身の俳人、日本文学者
の坪内稔典先生との吟行を楽しみま
した。
　伊方町が誇る自然や史跡、施設などから、今回は「佐田岬半島ミュー
ジアム」「オリコの里」「天然記念物みさきのアコウ」「佐田岬はなはな」

「アグリトピアと瀬戸頂上線」「須賀の森公園」を巡り、句作をしました。
俳句が初めての方もいる中で、稔典先生に俳句の作り方や楽しさを教
えていただきながら、和やかに小さな旅を満喫しました。伊方町の俳
句文化を高める上でも、また、伊方町のよさを町内外の方にお伝えす
る上でも有意義な会となりました。
　最後に、瀬戸町民センターで句会を行いました。以下、入選した句
を掲載いたします。

　11月22日㈬、伊方中学校体育館において、九町出身の日本文学者
で俳人・歌人の坪内稔典先生と、同じく九町出身の㈱太陽パーツ代表
取締役の城岡陽志氏のお二人によるふるさと対談「ボクら伊方育ち」
を開催しました。当日は、伊方中学校の生徒・教職員・一般の方など
150人余りが参加し、お二人の、ユーモアを交えた楽しく示唆に富
んだ対談を聴きました。お二人は、互いの仕事のことやふるさとへ
の思い、生徒たちに伝えたいことなどについて熱く語られました。
参加者にとって貴重な対談となりました。以下、参加者の感想を掲載
します。

〇　�僕は、今日、城岡さんと稔典先生の講演を聞いて、伊方で生まれて良かったと思いました。自然があふれ、謙
虚なこの町にこれからも住みたいと改めて感じることができまし
た。お二人の地元愛が良く伝わってきました。また来町してほし
いです。（生徒）

〇　�お二人によるトークショーを興味深く拝聴させていただきました。
最後に中学生に向けて、「素直であること」、「自然豊かなふるさと
は素晴らしいこと」というメッセージをいただきました。努力に
よって成功を収められた先輩の金言として、私もあらためて考え
直してみたいと思います。（教員）

入選句　（坪内稔典先生と参加者選）
〇　赤榕樹は年齢不詳冬の蜘蛛　　　　八幡浜市　　河野　美子
〇　日向ぼこ青石垣に背をあてて　　　伊方町　　　中井　和
〇　アコウ樹の姿で思う我が生徒　　　伊方町　　　髙丸　博文
〇　大根手に海士の妻の立話し　　　　八幡浜市　　佐々木千加子
〇　裂織のカタンカタンと文化の音　　西予市　　　本明　緑

佐田岬を詠む小さな旅
～ 「坪内稔典先生と行く佐田岬吟行2023」を終えて ～

熱く思いを語る
　　　<ふるさと対談　坪内稔典さん・城岡陽志さん>

時とき　所ところ　内内容　対対象　定定員　￥金額　申申し込み　問問い合わせ　 HP ホームページ

広報 いかた・2024.125



　健康ひろばでは、健康に関する
情報や行事をお知らせします。

時とき　所ところ　内内容　対対象　定定員　￥金額　申申し込み　問問い合わせ　 HPホームページ

中央保健センター１月の行事
問 申中央保健センター

TEL38-1811
名称 開催日 時間 場所 対象

清見クラブ 10日㈬ 9時30分～12時00分 三崎保健センター 三崎地域

健康教室 16日㈫ 13時00分～15時00分 瀬戸社会教育会館 川之浜

健康教室 17日㈬ 13時00分～15時00分 正野漁民集会所 正野

心の健康相談 31日㈬ 15時00分～16時00分 中央保健センター 全町

地域包括支援センター１月の行事
問 申地域包括支援センター

TEL38-2652・FAX38-0372
名称 開催日 時間 場所 内容

みかんカフェ
４日㈭

13時30分～15時30分
中央保健センター レクリエーション等を楽しみながら交流す

る集いです。専門のスタッフもおり認知症
や物忘れ等に関する相談にも対応します。
※どなたでも参加できます。18日㈭ 三崎支所

ものわすれ相談窓口

４日㈭ 13時30分～15時30分 中央保健センター
認知症地域支援推進員が認知症に関する
悩みについて一緒に考えます。
事前の予約をおすすめします。

11日㈭ ９時30分～11時30分 瀬戸支所

18日㈭ 13時30分～15時30分 三崎支所

　厚生労働省では、都道府県及び日本赤十字社と協力して、献血者

が減少しがちな冬期において血液製剤の安定供給を確保するため、

「はたちの献血」キャンペーン（令和６年１月１日～２月28日）を

実施しています。成人式を迎える「はたち」の若者を中心に幅広い

世代に向けて献血の重要性を普及啓発するとともに、献血への協力

を呼びかけています。

　多くの患者さんの病気やけがの治療に使われている血液製剤は、

献血でご提供いただいた血液からつくられています。

　血液は、人工的に造ることができず、長い間保存することもでき

ません。また、献血者の健康を守るため、１人あたりの年間の献血

回数や献血量には上限があります。そのため、安定的に血液製剤を

届けるためには、日々多くの方の協力が欠かせません。

　日本では、少子高齢化の影響により、若い世代（10～30代）の

献血者数は、この10年で約３割減少しています。このままでは、

血液の安定供給に支障をきたす恐れがあります。

　献血は、最も身近なボランティア。あなたのわずかな時間で、救

える命があります。若者の皆さん、是非この機会に積極的なご協力

をお願いいたします。

問伊方町中央保健センター　TEL38-1811

『その一歩が、だれかの一生になる。はたちの献血』
１月～２月は「はたちの献血」キャンペーン月間です！
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　子育てNaviでは、子育てに関
する情報や行事をお知らせします。

子育てLINE
「伊方町子育てNavi」

時とき　所ところ　内内容　対対象　定定員　￥金額　申申し込み　問問い合わせ　 HPホームページ

保健センター１月の行事 問中央保健センター　TEL38-1811
名称 開催日 時間 場所 対象

あいゆう巡回相談 11日㈭ 10時00分～ 中央保健センター 全町
のびのび子育て相談 12日㈮ 10時00分～ 中央保健センター 全町
のびのび子育て相談 17日㈬ 10時00分～ 中央保健センター 全町
小児整形巡回相談 19日㈮ 10時00分～ 中央保健センター 全町
のびのび子育て相談 24日㈬ 10時00分～ 中央保健センター 全町
のびのび子育て相談 26日㈮ 10時00分～ 中央保健センター 全町

3歳児健診 30日㈫ 13時00分～ 中央保健センター 全町

《１月の小児科初期救急診療当番医》
日 医療機関および担当医師名 所在地 電話番号
1 みかんこどもクリニック 廣 井　 一 浩 八幡浜市白浜通 0894-20-8800
2 おおむら小児科 大 村　　 勉 内子町城廻 0893-44-7117
3 八幡浜一次救急休日・夜間診療所 阿 部　 芳 久 八幡浜市大平 0894-24-1199
7 大洲ななほしクリニック 戒 能　 幸 一 大洲市東若宮 0893-25-7710
8 おおむら小児科 大 村　　 勉 内子町城廻 0893-44-7117
14 八幡浜一次救急休日・夜間診療所（八幡浜） 八 幡 浜 八幡浜市大平 0894-24-1199
21 守口小児科 守 口　 潤 八幡浜市産業通 0894-24-7770
28 大洲ななほしクリニック 戒 能　 幸 一 大洲市東若宮 0893-25-7710

　診療時間　午前９時～午後５時まで　大洲ななほしクリニック・おおむら小児科
　　　　　　午前９時～午後６時まで　みかんこどもクリニック・守口小児科・八幡浜―次救急休日・夜間診療所
　小児科初期救急診療当番医では外科治療は対応しておりません。
　新型コロナウイルス、インフルエンザ等の感染状況によっては混雑が予想され、診療に時間がかかることをご了承ください。
　ケガの場合は、当日の外科系の当番医または救急病院をご利用ください。

初めての
お誕生日

１月

いつもニコニコ施風をありがとう!
ここ菜の回りは、春が来たみたい
にポカポカだよ。
� 豊記お父さん・小百合お母さん

川
永
田

ち
ゃ
ん

朝
井
こ
こ
菜な

いつも元気と笑顔をありがとう。
これからもお兄ちゃんと仲良く大
きく育ってね。
� 章好パパ・朱里ママ

湊　
浦

ち
ゃ
ん

二
宮
　
結ゆ

い
と斗

いつも元気いっぱいの真緒くん!
すくすく元気に育って、お友達を
たくさん作ってね!
� 修真パパ・真実ママ

河　
内

ち
ゃ
ん

西
野
　
真ま

お緒

いつも元気と笑顔をありがとう。
これからもお兄ちゃんと仲良く大
きく育ってね。
� 章好パパ・朱里ママ

湊　
浦

ち
ゃ
ん

二
宮
　
結ゆ

な奈

名称 開催日 内容
育児相談 12日㈮ 時  10：30～11：30　所児遊館

保健師さんにちょっとした困り事や心配な事を相談できます。身長・体重の測定もできます。
リサイクル 12日㈮ 時  10：00～12：00　所中央公民館３階保育室

掘り出し物を見つけに来てください。
出張スマイル
（三崎） 15日㈪ 時  10：00～12：00　所三崎保健センター　２階和室

妊娠中の方や子育てについて相談のある保護者の方も参加可能です。
ベビーマッサージ・
ベビーヨガ 23日㈫ 時  10：00～12：00　所児遊館

【講師】窪田　実香先生　※予約が必要です。
プレママデー 23日㈫ 時  ９：30～15：00

この日はプレママさん（妊婦さん）あつまれ～！！不安や悩みを相談したり、喜びを共有したりの場を設けています＾^
誕生日会 26日㈮ 時  10：30～　　　　  所児遊館

１月生まれのお友達のお祝いをみんなでします。お祝いしてほしい１月生まれのお友達は３日前までに予約をお願いします。
出張スマイル
（瀬戸） 29日㈪ 時  10：00～12：00　所瀬戸保健センター（瀬戸町民センター）２階和室

妊娠中の方や子育てについて相談のある保護者の方も参加可能です。

スマイルルーム１月の行事
問保健福祉課こども・子育て政策係

 TEL38-0217

時  月曜日・金曜日  ９時30分～12時30分
　  火・水・木曜日  ９時30分～15時00分
所  伊方町生涯学習センター３階 児遊館内

１月８日㈪までお休みです。
１月９日㈫から開所します
のでみなさん遊びにきてく
ださいね。

広報 いかた・2024.127



図書館だより
１月 図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

◯

…おはなし会　　…休館日

　読者の皆様、明けまして、おめでとうございます。
　今年も図書館長のススメ！ をよろしくお願いします。
　今月の推奨作品は直木賞受賞女性作家４人の何と贅沢
で豪華な短編集「はじめての」です。これは、人気グルー
プ「YOASOBI」とコラボした作品で「はじめて」をモチー
フにした物語です。巷では短編集は長編よりも筆力が必
要だと云われます。それでは物語を辿ってみましょうか。
＊ラインナップ＊＜敬称略＞
〇島本理生「私だけの所有者」
　所有者Ｍｒナルセがアンドロイドの「僕」との生活の中
で本来の彼を取り戻すきっかけに。アンドロイドが会った
事もない先生に手紙を書いていたのは何のためなのか・・。
人間とキカイの涙ぐましい物語です。
〇辻村深月「ユーレイ」
　主人公「海未」、家出した理由が学校でのイジメ、電車
に乗り、たどり着いた海で、絶望の淵にいた彼女に助け
舟が・・最終的には・・・。

〇宮部みゆき「色違いのトランプ」
　主人公「安永夏穂」第１鏡会と第２鏡会がある不思議な
世界に同じ瓜二つの人間が住む。違うのは個人設定のみ。
すごく不思議な感じがしました。
〇森絵都「ヒカリノタネ」
　主人公「坂下由舞」、幼馴染の椎太君が大好きで、大好
きで。タイムスリップしたが・・
最終的にはハッピーエンドなのか。
これが一番良かった気がします。
　この物語は、「YOASOBI」の
楽曲を聴くことに意味があると
思います。是非、読んでから聴
くか、聴いてから読むか皆さん
で楽しんでください。
　この本をお勧めするのは、素
晴らしい詩とメロディを体験して
欲しいと思うからです。

利用案内
■開館日時／火曜日～日曜日
　　　　　　午前９時30分～午後６時
■休館日／毎週月曜日
　　　　　（月曜日が祝日のときはその翌日も）
　　　　　 祝日、月末図書整理日、年末年始
　　　　　 蔵書点検日

※�町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌
の予約受取・返却ができます。

図書館長のススメ！

ピップスおはなし会のご案内
～１月のおはなし会～

『はじめての』　島本理生／著　辻村深月／著
宮部みゆき／著　森絵都／著（水鈴社）

時13日㈯　午後１時30分～
所図書館　おはなしコーナー
対どなたでも参加できます

新着図書 新しく購入した本は図書館ホーム
ページからもご覧いただけます。

《一般書》
『こちら空港警察』� 中山 七里／著
『ともぐい』� 河崎 秋子／著
『デウスの城』� 伊東 潤／著
『老いの俳句』� 坪内 稔典／著
『なれのはて』� 加藤 シゲアキ／著
『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。』� 汐見 夏衛／著
『老老介護で知っておきたいことのすべて』� 坪田 康佑／著
� ほか

《児童書》
『とんとんとん』� 江口 ノリコ／さく・え
『ノラネコぐんだんぺこぺこキャンプ』� 工藤 ノリコ／著
『このほん』� かげやま とおる／作
『アンパンマン大図鑑』� やなせ たかし／原作
『大ピンチずかん ２』� 鈴木 のりたけ／作
『井戸の茶わん』� 川端 誠／作
『お金たちの愛と冒険』� 小手鞠 るい／作
� ほか

　読書週間期間中の
11月３日、ペットボ
トルキャップを使っ
た工作教室を行いま
した。たくさんのご
来館ありがとうござ
いました。

11 22 33 44 55 66

77 88 99 1010 1111 1212 1313

1414 1515 1616 1717 1818 1919 2020

2121 2222 2323 2424 2525 2626 2727

2828 2929 3030 3131
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　皆さんこんにちは、公営塾の関本です。
　
　最近すっかり寒くなりましたね（11月30日時点）。
　未咲輝塾では勉強を教えるだけではなく、塾生が参加できる様々なイベントも開催しています。今年の冬は、スマホで撮影
した写真を塾のLINEに投稿するだけで参加できる「未咲輝塾フォトコンテスト」を開催予定です。もちろん豪華景品もご用
意しています。
　フォトコンテストは過去にも２回開催されており、塾生だけでなく我々講師や学校の先生も作品を投稿して熱いバトルを繰
り広げています（笑）
　ちなみに今回募集する作品のテーマは冬。
　一足先に、私が投稿する予定の作品を掲載させていただきます。作品名は「秋の凍結」。氷に気泡が入ってうまく作れなかっ
たので、撮り直すかも知れませんが、今回はこんな感じの作品で優勝を目指します！（ちなみに講師や学校の先生が入賞して
も賞品はもらえません。繰り下げで下位の塾生に贈られます、悲しい・・・）
　入賞した作品は塾の窓に貼り出されるので、もし学校を訪れる機会があれば塾も覗いてみて下さい。

1992年からトレーナーとて活動開始

高級スポーツクラブ等で著名人のパーソナ
ルトレーニングを担当
トレーナー養成専門学校で専任講師
様々なご縁から乳幼児～高齢の方の指導
スポーツクラブの立ち上げ・アドバイザー

私は、医師との連携がトレーニングの成功
に不可欠であると認識しています。常に皆
さんの健康と安全を最優先に考えながら、
トレーニング方法を提案しています。

㈱ヘルスケアリンクス伊方　代表：大木 喜知　　連絡先：080-1036-9855
Mail：teracoya.ohki@gmail.com　　お気軽にお問い合わせください

水泳歴49年
母校臨海教室・
スイミングレッスン

スキー歴45年
スクールなど指導歴20年

バスケットボール歴22年
指導歴15年

体　操　　準備体操→
機能的体操→整理体操
と話
パーソナル　全身のバ
ランスチェック

→ 個 々 に あ っ た コ ン
ディショニング
競 技 用　 競 技 用 の 体
チェック

→トータルコンディショ
ニングトレーニング

指導項目
・ 健康体操＆脳トレ
　　　肩こり・尿漏れ対策体操
　　　タオル体操　など
・ 全身コンディショニング
・ 筋肉トレーニング
・ パーソナル指導
・ スポーツ競技用トレーニング
・ 口腔運動・必要栄養話　など

会社の活動
・ メディカルフィットネス
・ 指導者育成
・ 医療との連携
・ カラオケを使った健康体操
・ E-SPORTSでの健康と異世代交流

　伊方町でメディカルフィットネスを有効活用し
て、医療関係者との連携、運動科学者や恩師から
多く学んだこと、指導してきた経験を活かし、身
体の痛みや不安の軽減法や病気・ケガ等で運動機
能が低下した箇所の機能向上を医療・福祉施設が
少なく、またトレーニングを専門的に指導する人
も少ない伊方町で実施し、健康づくりを通して
社会貢献活動を考え、伊方町の憩える場のため
㈱ヘルスケアリンクス伊方を設立しました。
　ご要望は以下までご連絡ください！！

三崎高校公営塾担当
関本　岳朗
問教育委員会事務局学校教育係
　TEL38-2660

事業提案型　担当
大木　喜知
問総合政策課まちづくり・DX係
　TEL38-2659

「未咲輝塾フォトコンテスト」

「町おこしから起業」

私の経歴 趣味・特技・指導 指導の流れ

伊方町地域おこし協力隊facebook
各隊員が日替わりで更新し、それぞれの活動やイベント情報などを発信しています。
ぜひご覧になって隊員たちと交流を深めてみてください。
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伊 方 町 公 式 S N S

伊方町のホットなニュースをSNSで発信中！
身近な出来事やお得な情報をお知らせします。

今月の

あの人この人

行政区別人口等の情報は、伊方町HP
「伊方町オープンデータ」で公開中

放送を見逃した方必見！
伊方町公式YouTube「佐田岬チャンネル」で
今までの「あの人この人」の動画が見れます！

八西CATV放送日

１月９日（火）18 : 30〜

伊方町の人の動き（令和５年11月末日現在）
増減事由は11月中

人 口 ８，０７７人 （－２９人）
男 ３，９０６人 （－１７人）
女 ４，１７１人 （－１２人）

世 帯 ４，３５６世帯 （－７世帯）

出 生 ０人
死 亡 １９人
転 入 １５人
転 出 ２４人
※転出予定者を含む

まごころ銀行
　次の方々から社会福祉協議会「まごころ銀行」へ善意
のご寄附をいただきました。
　有意義に活用させていただきます。
・伊方町スポーツ協会ゴルフ部　様
・三泰商事㈱　様

　伊方町の広報誌を音声で伝える広報誌「声の広報」を、毎月１日
に伊方町公式YouTube「佐田岬チャンネル」で掲載しています｡

音声で伝える広報誌｢声の広報」

　平成８年に商工会青年部が和太鼓で伊方町を盛り上げたい
と参加者を募り25名ほどが集まりスタートしました。名称は
伊方町の堂々山のように、どっしりと構え堂々と演奏できるよ
うにと「伊方堂々太鼓」と名付けられました。翌年の平成９年
には子どもたちにも和太鼓を教えたいと「伊方堂々太鼓Jr（ジュ
ニア）」が結成され、次第にイベントでも呼ばれるようになり、
姉妹都市のレッドウイング市や姉妹村の泊村へも行って交流
の一助を担いました。
　町内では、きらら祭り・佐田岬はなはなまつり・きなはいや
伊方まつり・瀬戸の夕凪まつり、八幡神社の夏越祭・伊方地
域の文化祭・サイクリング佐田岬などに参加されています。
　最近では、佐田岬マラソンで一生懸命頑張っているランナー
のために２～３時間打ちっぱなしで応援されていました。ラン
ナーの皆さんからも温かいお言葉をいただいて、また頑張ろ
うという気持ちになったそうです。子どもたちには、その気持
ちや伝統を繋いでもらいたいと願っているとのことです。今年
もいろいろなイベントで堂々囃子（ばやし）が響き渡ることで
しょう。

１　瀬戸夕凪まつり
２　練習風景

「 和太鼓でまちおこしを 」
伊方堂々太鼓・

伊方堂々太鼓Jr（ジュニア）

１

２
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